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　子育てに関連する
　　　  気になる数字

　年間出生数
　　平成１０年　１８２人
　　平成１５年　１７７人
　　平成２０年　１８０人
　　平成２５年　１５０人
　　平成３０年　１４５人
　　　　　　　　　　　（香美市人口ビジョン参照）

　転入超過数が多かった
　四国の市町村 (２０１８)
　　香美市　　　２１０人
　　松前町（愛媛）２００人
　　善通寺市（香川）１５５人
　　伊予市（愛媛）１１４人
　　板野町（徳島）　９０人
　（出所：日本経済新聞／総務省「人口移動報告」）

　市の年間出生数は、わずかながら減
少の傾向となっています。反面、年間
死亡数は年によって増減はありますが、
わずかながら増加しています。継続的
に死亡数が出生数を上回っていること
が、人口減少の一つの要因となってい
ます（年間死亡数：約４００人）。
　人口減少を食い止めるためには、出
生数を増やすことが求められ、そのた
めには、子育てしやすい環境づくりが
必要となります。

転入超過数とは、転入者から転出者
を引いた数がプラスになる数を言いま
す。反対に、転入者から転出者を引い
た数がマイナスになるものを転出超過
と言い、２０１８年四国では、全９５市
町村のうち、７１の市町村が転出超過
の状態となっています。転出超過の状
態が続くと、地域経済へも大きくマイ
ナスの影響を与えることになり、各市
町村では、転入者を多くし、転出者を
少なくする努力を行っています。
２０１８年は香美市が四国で、最も転

入超過数が多くなりました。これは、
地震や津波に強い地理的条件、移住定
住施策の充実などありますが、子育て
支援の充実が一つの大きな要因になっ
ていると考えられます。
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。
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れ
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て
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。
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て
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葉
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れ
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ど
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社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
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核
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族
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や
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関
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が
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っ
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。
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あ
っ
て
こ
の
町
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
家
族
を
、
市
民
み
ん
な
で
助
け
、
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え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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